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質 問 順 位 ３   ７ 番 議 員    久 保 山 義 明 

質問事項１ 庁内業務の効率化及び更なる行政改革の推進について 

質問の要旨 

 平成28年12月に官民データ活用推進基本法が施行され、今後どのよう

な対応を行うのか。 

 また、ＡＩ・ＲＰＡ等の革新的ビッグデータ処理技術の活用による業

務効率化への促進、並びに昨年10月に通知された市町村官民データ活用

推進計画策定へ向けた研究及び検討状況について問う。 

 

具体的な質問 

及 び 

質問の相手 

(１) 官民データ活用推進基本法第３章に基づき、既に実

施している施策及び検討中の施策があれば示せ 

 

(２) データ量が多く、汎用的で、反復処理の多い定型業

務に適性があるＲＰＡ（ロボティック プロセス オ

ートメーション）の導入についての考え方を示せ 

 

(３) 市町村官民データ活用推進計画策定へ向けた研究

及び検討状況について示せ 

 

町 長 

 

 

町 長 

 

 

 

町 長 

 

 

質問事項２ 森林環境譲与税の利活用について 

質問の要旨 

 平成30年度税制改正大綱において、森林環境税及び森林環境譲与税の

創設が決まり、すでに平成31年度一般会計には160万円の譲与が予算化

されている。この税の仕組みや使途・利活用について問う。 

 

具体的な質問 

及 び 

質問の相手 

(１) 新設予定の森林環境税及び森林環境譲与税の仕組

みと譲与される今後の予定額について簡潔に示せ 

 

(２) 森林環境譲与税の今年度から３か年の使途につい

て示せ 

 

(３) 使途の公表についても義務化されていると思うが、

どのような形で公表していくのか示せ 

 

(４) 森林環境譲与税の基金の設立と条例の上程時期に

ついて示せ 

 

町 長 
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